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ッド」 （アラビア語で障害の意）の南に位置する。パピルスによって形成される大小の小島が水の流れを阻み、川は無限に広がり巨大な湿地帯となる。マラリアなど風土病が蔓延していたサッドではかつて 多くの探検家たちが移動するパピルスの島のために方向を失って命を落とした。生い茂ったパピルス 奥に何が潜んでいるのか、と想像したくなるほど先がみえない。ナイル川はサ で停滞している間に、水量の半分以上が蒸発しているという。　
二一年ぶりにボルを再訪した。首都ジュバ
から約二〇〇キロの道を車で四時間以上 独立は果たしたが、地方へ向かう幹線道路で舗装されている場所は非常に少ない。白ナイル川沿いに建設中の大きなホテル あった。屋上に上ると当時は壊滅状態だった牧畜民キャンプが対岸にみえる。夕刻の ャンプでは、夜に備えて、乾燥した牛糞に火をつけていた。立ち上る煙が、夜間の蚊の攻撃から家族と家畜を守ってくれるのだ。雄大なサッドの風景のなかを、ゆっくりとキャンプに戻って来る牛の群れ みてい と、内戦時 訪 た記憶が
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って寝るため、早朝は顔や体が白っぽくなっている。一日の始まりは 殺菌、虫よけのために大事な牛に牛糞の灰を塗る作業から始まる。牛が放尿するタイミングをみつけ と、近付いて尿で顔を洗う人がいる。殺菌作用があっていいらしい。キャンプ内を歩いていると内戦時と違う風景に気が付いた。誰もがＴシャツ姿で、小さな子どもたちでもパンツ はいていた。物が入り込まなか た牧畜民キャンプに、服だけではなく、ビニールシートや空のペットボトルなどもあった。独立してからの南スーダンでは、急速 貨幣経済の導入と物流がボルなどの主要 町を変え だけではなく、周辺 牧畜民キャンプの生活に で浸透し始めていた。四半世紀程の 間が経過しても、サッドのなかの牧畜民の生活はまだしっかりと残っていたが、 の牛を中心にした生活は 確実に変化 波に巻き込まれている。　
四〇億ドルという国家の公金が二〇一二年、
政府関係者によって盗まれ消え しまった。キール大統領は返却を求める手紙を書いた 、この巨額の金の行方は、今も不明のままだ。牧畜民にとっては牛の数が富の象徴だが、貨幣
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今も変わらず悠久の姿をみせる。しかし、この風景の奥には残念なことに、私利私欲という紛争の種が大きく広がっている。豊富な原油を有するこの国 将来が、サッドで蒸発し るナイル川の水のようにならないでほしいものだ。目に映る原風景は今も変わらな 。
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